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「 先 生 、 東 京 に は い つ 行 く ん

で す か ？ 」

　 平 成 13 年 に 誕 生 し た 「 混 声 合

唱 団 コ ー ル か み ん ぐ 」 は 、 昨 年

10 月 に 、 結 成 22 年 目 で 、 初 め

て 東 京 に 進 出 し ま し た 。

　 目 指 し た の は 、 シ ル バ ー

コ ー ラ ス フ ェ ス テ ィ バ ル 。 平

均 年 齢 60 歳 以 上 の ６ 人 以 上 の

合 唱 団 と い う 条 件 は 、 余 裕 で

満 た し て い ま し た 。

　 指 導 者 を 務 め る 酒 井 洋 子 さ

ん の 「 東 京 で 歌 う っ て 言 う の も

あ る よ 」 と い う 何 気 な い 言 葉 に 、

メ ン バ ー は 行 き た い ！ と 立 ち

上 が り ま し た 。

「 正 直 、 点 呼 す る た び に 誰 か

い な い 、 て い う 状 態 で 。 ど う

な る ん だ ろ う と 思 い な が ら 、

東 京 の 街 を み ん な で 迷 い な が

ら 歩 き ま し た 。 本 番 前 に は 、

上 手 に 歌 わ な く て い い か ら 、

こ の 素 晴 ら し い ホ ー ル の 雰 囲

気 を 感 じ な が ら 楽 し ん で 歌 い

ま し ょ う 、 と 声 を か け ま し た 。 」

　 酒 井 さ ん の 言 葉 ど お り 、 初

め て の 大 舞 台 で 、 メ ン バ ー は

め い っ ぱ い 楽 し み ま し た 。

　 最 年 長 で 舞 台 に 立 っ た 藤 原

幸 子 さ ん は 、

「 も う 楽 し く て し か た な か っ

た 。 大 声 張 り 上 げ て ね 。 こ ん

な に 最 初 か ら 最 後 ま で 楽 し く

て 嬉 し い 旅 は 人 生 で 初 め て で

し た 。 」

　 舞 台 を 終 え 、 打 ち 上 げ を 楽

し ん で い た メ ン バ ー の 元 に 、

講 評 者 特 別 賞 受 賞 の 知 ら せ が

舞 い 込 み ま し た 。

「 冥 土 の 土 産 く ら い に 思 っ て

い た け ど 、 も し か し た ら 次 も

あ る か も 、 と 感 じ て い ま す 。 」

　 コ ー ル か み ん ぐ の 魅 力 は 、

な ん と い っ て も 仲 の 良 さ 。

日 々 の 練 習 だ け で な く 、 食 事

や 旅 行 、 お 花 見 な ど 、 歌 と 共

に 笑 顔 が 絶 え ま せ ん 。

「 い ろ い ろ な こ と を 一 緒 に 楽

し み な が ら 、 元 気 に 年 を 重 ね

て い ま す 。 歌 を 歌 い な が ら 、

目 指 す は １ ０ ０ 歳 コ ー ラ ス ！

こ れ か ら も 「 楽 し い 」 を 積 み 重

ね て い き た い と 思 い ま す 。 」

　 コ ー ル か み ん ぐ に 入 り た い 、

そ ん な 新 メ ン バ ー 大 募 集 中 だ

そ う 。

　 あ な た も 一 緒 に 、 エ ン ジ ョ

イ 、 エ イ ジ ン グ ！

第 38 回 シ ル バ ー コ ー ラ ス フ ェ ス テ ィ バ ル に て

講 評 者 特 別 賞 を 受 賞 ！

混 声 合 唱 団 コ ー ル か み ん ぐ
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選 曲 は 「 銀 河 鉄 道 の 夜 」

（ 作 詞 作 曲 ： さ だ ま さ し ）
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令
和
６
年
１
月
１
日
、
石
川
県
能
登
半
島

に
大
き
な
地
震
が
襲
い
か
か
り
、
新
年
は
波

乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
全
体
が

震
災
の
恐
ろ
し
さ
と
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の

状
況
に
心
を
痛
め
て
お
り
、
一
日
も
早
い
被

災
地
の
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
１
月
７
日
。
ベ
ル
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
令
和
６
年
多
可
町
は
た
ち
の
つ
ど

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
今
年
度

は
た
ち
を
迎
え
た
対
象
者
２
０
４
人
中
、
１

６
８
人
が
参
加
し
、
参
加
者
を
代
表
し
て
、

実
行
委
員
の
松
本
径
一
郎
さ
ん
が「
誓
い
の
こ

と
ば
」を
述
べ
ま
し
た
。
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島
地
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り
参
加
が
叶
わ
な

か
っ
た
仲
間
が
い
る
こ
と
、
日
々
の
生
活
の

大
切
さ
、
そ
し
て
、
自
ら
の
行
動
を
と
お
し

て
周
り
の
方
々
に
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
に
努

め
る
こ
と
を
力
強
く
誓
い
、
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

波
乱
の
新
年
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開
け

　

再
会
を
懐
か
し
む
声
が
響
く
噴
水
広
場
や
ロ

ビ
ー
。
そ
し
て
、
ホ
ー
ル
内
で
は
小
中
学
校
時
代

の
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
の
懐
か
し
い
映
像
が
。

　

式
典
開
式
後
は
国
歌
斉
唱
、
住
民
憲
章
朗
読
の

後
、
町
長
に
よ
る
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
は
た
ち
の

皆
さ
ん
の
更
な
る
飛
躍
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
旨
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

▲大西凌太さんによる住民憲章朗読

　多可町の次世代を担う皆さんが、晴れて「はた
ちのつどい」を迎えられましたこと、誠におめでと
うございます。
　今、皆さんは未来への夢と希望を胸に、晴れや
かな気持ちだと思います。良き日であると同時に、
大人としての義務を果たし、責任ある行動が求め
られる人生の大きな節目の日です。これまで皆さ
んを見守り、愛情深く育てられたご家族をはじめ、
恩師や先輩、友人など、多くの方々に対し、感謝
の気持ちを忘れないでください。
　ふるさと多可町は、皆さんのことをいつも応援
しています。多可町の自然や人々のぬくもりが、い
つまでも、皆さんの心の癒しやエネルギーの源に
なるよう、魅力的で安心し
て『住みたい町・住み続け
たい町』となるよう全力で
取り組んでいきます。
　皆さんの前途が素晴ら
しいものとなることを心か
らお祈り申し上げます。

　はたちの皆さんへ
　　　　　　多可町長　吉田一四

▲▼参加者の国歌・町歌斉唱のようす

－式辞抜粋－

はたちのつどいの前日に…
　はたちのつどいの前日１月６日、中町北小学校と松井小学校の卒業生がタイムカプセルの掘り起こしを
行いました。およそ８年ぶりに訪れた小学校で、友達や先生との再会を懐かしみながら、未来への自分にあ
てた手紙や、親からのメッセージに思いを馳せました。

中町北小学校 松井小学校
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第
２
部
で
は
、
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
学

校
の
先
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
放
映
さ

れ
、
懐
か
し
い
先
生
か
ら
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
激
励
に
参
加
者
は
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
め
ざ
せ
！
全
問
正
解
！
地
区
対
抗
多

可
町
ク
イ
ズ
」と
題
し
、
多
可
町
に
ち
な
ん
だ
ク

イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
地
区
に
は
豪

華
特
典
と
の
こ
と
で
、
な
か
な
か
の
難
問
に
頭
を

悩
ま
せ
、
周
り
と
相
談
も
し
な
が
ら
参
加
者
は
ク

イ
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

優勝は
加美区！
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挑戦なくして
　成功なし

成功の反対は
なにも

やらないこと

他人に優しく
自分に

もっと優しく

一陽来復

①大学で経営を学んでいます。社会に出て、
　しっかりやっていけるように頑張ります。
②多角的に、いろんなことを考慮しながら物
　事を見ることができる大人であれたらなと
　思います。
③のびのびと自由に過ごさせていただいたこ
　の多可町は僕の大切なバックボーンです。
　少しでも将来貢献できるように頑張ります。

①多可町役場で働いています。大好きな多可を
　守るため奮闘中です！
②失敗を恐れず何事にも挑戦したい。後悔のな
　い人生を送りたいです！
③20年間見守ってくれてありがとう。多可町の
　自然、人の温もりが大好きです。恩返しでき
　るように頑張るのでこれからも見守っててく
　ださい！

①経営学を学び、様々な人と出会いながら日々感化
　されています。
②人を尊敬し、受け入れる、広い心をもった大人に
　なりたいです。それでいて、人に優しく余裕
　をもった自分を目指します。
③高校を卒業して他県に出がちですが、結局はみん
　なに好かれる良い町だと思います。多可町で育つ
　ことができて良かったです！

①働いています。
②年相応のかっこいい大人になり
　たいです。
③自然豊かな多可町でお願いしま
　す。

①大学生してます。勉強にフットサルに忙しいです。
②とにかく寛大な、心の広い大人になっていきた 
   い。そのために色々な経験をする今後にしてい
　きたい。
③みんなの約束の地、多可町。みんな「あれが欲
　しい、これが欲しい」と文句ばかりですが、そ
　んな多可町のことを愛しているので、これから
　も存続していってください。

   「失敗は成功のもと」
失敗して、諦めてやめてしまっ
たらそれを失敗と呼ぶかもしれ
ませんが、成功するまで失敗が
続いても、それは無駄ではなく
糧だと信じています。

りょうた

ことね

そうた

たくむ

よしき

ＩｎｔｅｒｖｉｅｗＩｎｔｅｒｖｉｅｗ

お前らが休んでいるとき
俺は練習している。
お前らが寝ているとき
俺は練習している。
お前らが練習しているときは
当然俺も練習している。
(フロイド･メイウェザー･ジュニア)

何でも
 上手くいく

実行委員インタビュー
　

簡単な道
　より
難しい道

人生一度きり
楽しんだもの勝ち！

①午前７時起床、７時20分朝ご飯でとり
　めしの具を食べる。８時30分学校へ出
　勤。午後６時帰宅。７時夕食。11時「今
　日もいい１日だった。こんな毎日が死ぬ
　まで続いて欲しい」と思いながら就寝。
②子どもたちの笑顔を引き出す教師
③少子高齢化に負けるな!

①国際看護師を目指して看護学生をしています。
②中学３年生の私が手紙で人の幸せを考えられる
　人間になって欲しいと書いてあったので、歳を
　重ねても人の幸せを考えられる人間になりたい
　です。
③私達の大好きな多可町がこれからも続きますよ
　うに!!!!

①大学生活を楽しんでます！
②自らの行動に責任を持ちつつも、失敗を
　恐れず多くの経験を積んでいきたい。
③大好きなふるさとです！

①大学に通って経済の勉強をしてます。休みの日
　は友達と遊んだり、バイトをしたり、今しかな
　い一瞬を満喫中です！
②小さな幸せを見つけられる大人になって私と私
　の周りにいる人が笑って過ごせるようにしたい
　です！
③地元に帰ると自然いっぱいなところにホッとし
　ます！いつまでもそんな故郷であり続けてほし
　いです。

　今年もはたちのつどい実行委員会が立ち上が
り、町と連携しながら式典の準備を進めまし
た。実行委員を務め、はたちのつどいを支えた９人
のメンバーにインタビューを行いました。

① 今、どうしてる？
② 20歳を迎えた抱負･夢、こんな大人になりたい！
③ ふるさと多可町へひとこと

の　い

しゅう

けいいちろう

まなみ
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